
非
対
面
で
顧
客
接
点
構
築

＜＞

平井　貴章　氏
ひ ら い た か あ き

代表取締役社長
ダイレクトソリューションズ

フェナーゴ

Ａ
Ｍ
Ｌ
対
策
に
Ａ
Ｉ
促
す

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
精
度
向
上

５
次
審
査
へ
備
え

運
用
助
言
が
地
域
銀
に
浸
透

富
山
銀
、２
年
半
で
成
果
ＪＡＭＰ

野
村
系
の
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
管
理
を
ウ
ェ
ブ
で

銀
行
な
ど
取
り
扱
い
見
込
む

ＧＡＩＡ

東
京
プ
ロ
市
場
へ
上
場

Ｉ
Ｆ
Ａ
の
信
頼
高
め
る

住宅ローンへ拡大
ＬＩＮＥの活用サポート

ＺＥＡＬＳサ
イ
バ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

配
信
情
報
を
手
軽
に
作
成

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら欧米行の先行例提供

地銀チャネル改革を支援
日本ＮＣＲコマース

生
保
の
満
足
度
調
査

若
年
層
は
保
障
重
視

Ｊ

Ｄ

パ
ワ
ー

山陰合同銀が社内ＳＮＳに
アプリで行員交流促進

スタメン

　ＩＴ・企業　

掲載号 ＦＰ実践力強化 最新のコンプラ知識 海外展開企業の実態に迫る

１ ４月５日 改めて確認するフィデューシャリー・デューティー コンプライアンスにどう取り組むか① 拡大する海外展開

２ ４月日 年度の公的年金額 コンプライアンスにどう取り組むか② 海外展開の有無と形態

３ ４月日 公的年金の増額方法と注意点① カルテルと独占禁止法 海外展開を始めた時期

４ ４月日 公的年金の増額方法と注意点② インサイダー取引と顧客本位の原則 進出先の国・地域

５ ５月日 資産形成の考え方 リスク性商品の取り扱いと説明義務 中小製造業の設備投資動向からみた海外展開の目的

６ ５月日 積立投資による配分の提案方法 外国通貨建て商品にどう取り組むか 展開企業の特徴①（製品の独自性とノウハウの保護）

７ ５月日 追加投資を検討する際の提案方法 経営者保証はどう取り組むか① 展開企業の特徴②（重視する従業員の役割）

８ ５月日 新ＮＩＳＡ以外の部分の資産運用方法 経営者保証はどう取り組むか② 海外展開の課題

９ ６月７日 積立資金作りのための保険活用（１）死亡保障 心理的安全性と職場環境の向上 海外に展開する際の相談先

 ６月日 積立資金作りのための保険活用（２）医療保障 サステナブルファイナンスの推進 展開企業が重視する成功のポイント

 ６月日 積立資金作りのための保険活用（３）自宅・家財の補償 内部通報制度にどう取り組むか 海外展開による売上への貢献度

 ６月日 積立資金作りのための保険活用（４）車両・賠償の補償 債権回収とコンプライアンス 展開企業における従業者数の変化

年度第１四半期　＜Ｎｉｋｋｉｎ金融講座＞カリキュラム

　
金
融
機
関
と
提
携
し
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
を
通

じ
た
保
険
の
加
入
勧
奨
に
取
り

組
む
ダ
イ
レ
ク
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
（
東
京
都
）
。
「
信
用

金
庫
の
提
携
先
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
既
提
携
先
の
銀
行
へ
新

商
品
を
投
入
す
る
」
と
語
る
平

井
貴
章
社
長
（

）
に
、
今
後

の
事
業
展
開
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
事
業
の
概
要
は
。

　
「
地
域
金
融
機
関
や
カ
ー
ド

会
社
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
、
国

内
外
損
害
保
険
会
社
が
団
体
保

険
を
販
売
す
る
際
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
。
な
か
で
も
Ｄ
Ｍ
を
使
っ
た

非
対
面
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

コ
ロ
ナ
禍
の
金
融
機
関
に
刺
さ

り
、
提
携
が
急
拡
大
。現
在
、地

域
銀
行
な
ど

行
と

信
用
金

庫
、
１
信
用
組
合
の
ほ
か
カ
ー

ド
会
社
約

社
か
ら
委
託
を
受

け
、
年
間
約
１
５
０
０
万
世
帯

へ
向
け
Ｄ
Ｍ
発
送
し
て
い
る
」

―
―
Ｄ
Ｍ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

　
「
最
大
の
利
点
は
非
対
面
で

顧
客
接
点
を
つ
く
れ
る
こ
と
。

人
手
の
限
ら
れ
る
金
融
機
関
で

対
面
営
業
は
比
較
的
裕
福
な
顧

客
層
に
偏
り
が
ち
。
普
段
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
て
い
な
い
低
年
収

層
や
不
稼
働
口
座
の
預
金
者
な

ど
へ
働
き
か
け
、
そ
れ
で
い
て

テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う

な
苦
情
に
つ
な
が
ら
な
い
の
が

Ｄ
Ｍ
の
良
さ
だ
」

―
―
御
社
の
強
み
は
。

　
「
圧
倒
的
な
成
約
率
の
高
さ

に
あ
る
。
セ
ー
ル
ス
レ
タ
ー
に

米
国
で
培
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
反
映
さ
せ
、

読
み
手
の
情
念
に
訴
え
掛
け
る

文
章
構
成
に
し
て
い
る
点
が
当

社
の
特
長
。
単
に
商
品
の
良
さ

を
訴
え
て
も
読
み
手
の
心
は
引

か
な
い
。
例
え
ば
主
力
の
介
護

保
険
で
は
、
『
家
族
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
』
な
ど
潜
在
的

に
抱
え
る
心
情
へ
訴
え
か
け
、

共
感
を
得
た
う
え
で
保
険
と
い

う
解
決
策
を
案
内
す
る
。
そ
の

結
果
、
有
料
の
商
品
案
内
に
も

か
か
わ
ら
ず
１
％
強
の
ヒ
ッ
ト

率
を
維
持
し
て
い
る
」

―
―
今
後
の
展
開
は
。

　
「
地
域
銀
行
に
加
え
、
信
用

金
庫
と
の
提
携
を
一
層
広
げ
た

い
。
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

す
な
ら
ば
１
回
当
た
り

万
通

程
度
の
発
送
が
必
要
だ
が
、


年
度
内
に

信
金
程
度
と
の
新

規
提
携
を
目
指
す
。
ま
た
、
早

い
先
で
は
６
年
前
か
ら
介
護
保

険
を
案
内
し
て
き
た
の
で
、
葬

祭
費
用
保
険
な
ど
新
商
品
の
提

案
に
も
着
手
し
は
じ
め
た
。
将

来
的
に
は
若
年
層
向
け
の
保
険

も
品
ぞ
ろ
え
に
加
え
た
い
」

　
　
　
　
　
（
宇
佐
美
俊
英
）

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２４年（令和６年）４月５日（金曜日）

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
「
フ
ェ
ナ
ー
ゴ
」
は
、
ア
ン
チ

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
Ａ
Ｍ
Ｌ
）
対
策
で
国
内
金
融
機
関
に
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
を
促
し
て
い
る
。
違
法
性
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な

法
則
を
制
限
な
く
取
り
入
れ
、
本
人
確
認
（
Ｋ
Ｙ
Ｃ
）
と
取
引
監
視
を
検

知
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
精
度
を
高

め
、
金
融
界
全
体
の
対
応
力
向
上
に
貢
献
す
る
。

キアミル氏

ａｕじぶん銀ではローン診断で顧客
ニーズを探っている

　
【
金
沢
】
サ
イ
バ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
石
川
県
）

は
３
月

日
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）

の
配
信
情
報
を
手
軽
に
作

成
で
き
る
「
デ
ジ
サ
イ
ン

ア
プ
リ
　
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー

ド
」
の
提
供
を
始
め
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
誰
で
も
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
り
、
機
動

的
に
配
信
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　
同
社
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
「
デ
ジ
サ
イ
ン
」

は
、金
融
機
関
や
小
売
業
、

製
造
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
で
導
入
実
績
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
特
定
の

担
当
者
が
デ
ザ
イ
ン
も
含

め
て
配
信
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
っ
て
き
た
が
、
ノ

ウ
ハ
ウ
が
な
く
て
も
利
用

で
き
る
機
能
が
ほ
し
い
と

の
要
望
も
多
か
っ
た
。

　
「
デ
ジ
サ
イ
ン
ア
プ
リ

　
ニ
ュ
ー
ス
ボ
ー
ド
」は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
を
選
択
し

て
、タ
イ
ト
ル
や
本
文
、写

真
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
を
登

録
す
る
だ
け
で
、
配
信
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
で

き
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
自

動
生
成
機
能
も
搭
載
し
、

よ
り
使
い
や
す
く
し
た
。

　
管
理
者
が
承
認
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
み
配
信
さ
れ

る
承
認
機
能
も
あ
り
、
安

全
性
も
確
保
で
き
る
。
ク

ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
サ
イ
ン
の

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
、
ま
ず
は
機
能
を
限
定

し
た
無
料
の
体
験
版
で
試

行
し
て
も
ら
う
。

　
情
報
共
有
・
課
題
解
決

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
ス
タ
メ
ン
（
東
京

都
）
の
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー

ル
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
（
ツ
ナ

グ
）
」
が
３
月
、
山
陰
合

同
銀
行
に
採
用
さ
れ
た
。

同
行
は
拠
点
間
で
行
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
、
社
内
交
流

の
促
進
を
目
指
す
。
京
都

信
用
金
庫
で
は
月
間
投
稿

数
が
６
０
０
件
以
上
と
成

果
を
あ
げ
る
。

　
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
は
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
投
稿
や
チ
ャ
ッ

ト
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
機
能
な

ど
を
搭
載
す
る
社
内
Ｓ
Ｎ

Ｓ
。
投
稿
や
プ
ロ
フ
ィ
ル

か
ら
部
署
や
勤
務
地
が
異

な
る
従
業
員
の
人
柄
や
趣

味
な
ど
を
把
握
で
き
、
社

員
同
士
が
交
流
の
き
っ
か

け
を
作
れ
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
も
対
応

し
て
い
る
た
め
、
育
休
や

出
向
し
て
い
る
従
業
員
も

利
用
で
き
る
。

　
山
陰
合
同
銀
は
「
年
齢

や
職
位
の
異
な
る
行
員
同

士
に
も
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
て
ほ
し
い
」
（
三
島
淳

人
事
部
長
）と
期
待
す
る
。

ス
タ
メ
ン
で
は
「
勤
務
地

の
移
り
変
わ
り
が
多
い
金

融
機
関
に
有
用
な
ツ
ー
ル

だ
」（
広
報
部
）と
し
て
、

営
業
を
強
化
し
て
い
く
。

　
独
立
系
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｉ

Ｆ
Ａ
）
法
人
の
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ

（
東
京
都
）は
３
月

日
、

東
京
証
券
取
引
所
が
運
営

す
る
プ
ロ
投
資
家
向
け
市

場
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｐ
Ｒ

Ｏ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
（
Ｔ

Ｐ
Ｍ
）
」
へ
上
場
し
た
。

初
値
は
６
６
１
０
円
を
つ

け
た
。

　
同
社
は
フ
ィ
ー
ベ
ー
ス

（
残
高
連
動
報
酬
）
の
Ｉ

Ｆ
Ａ
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

業
や
金
融
商
品
仲
介
業
、

保
険
代
理
業
な
ど
を
提

供
。
会
員
制
の
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
Ｆ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
」

の
利
用
先
は
８
３
５
世
帯

を
数
え
、
預
か
り
資
産
残

高
は
約
５
８
５
億
円
（
２

０
２
３
年

月
）に
上
る
。

　
中
桐
啓
貴
社
長
は
上
場

の
狙
い
に
「
信
頼
を
得
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
る
」
を
挙
げ
た
。
Ｓ
Ｂ

Ｉ
証
券
に
よ
る
新
規
株
式

公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
初
値
操

作
問
題
や
、
適
合
性
原
則

に
合
致
し
な
い
仕
組
み
債

販
売
な
ど
に
一
部
Ｆ
Ａ
が

関
与
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
Ｆ
Ａ
へ
の
信
頼
の
立

て
直
し
が
必
要
と
の
認
識

だ
。
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
は
販
売
手

数
料
に
頼
ら
な
い
フ
ィ
ー

ベ
ー
ス
モ
デ
ル
で
顧
客
本

位
を
実
践
。
中
桐
氏
自
身

も
日
本
金
融
商
品
仲
介
業

協
会
の
理
事
長
と
し
て
、

Ｉ
Ｆ
Ａ
の
信
頼
向
上
に
努

め
て
い
く
。

　
顧
客
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）
な
ど
を
提

供
す
る
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
コ
マ

ー
ス
（
東
京
都
）
は
、
金

融
機
関
の
チ
ャ
ネ
ル
改
革

支
援
を
強
化
す
る
。
課
題

解
決
を
助
言
す
る
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用

す
る
ほ
か
、
欧
米
銀
行
の

事
例
を
先
行
モ
デ
ル
と
し

て
提
供
。
地
方
銀
行
の
営

業
店
で
顧
客
接
点
の
充
実

と
地
方
創
生
へ
貢
献
を
後

押
し
す
る
。

　
同
社
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
含

め
、
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ

ー
や
セ
ル
フ
端
末
の
リ
モ

ー
ト
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
包
括
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

営
業
店
の
配
置
見
直
し
が

進
む
な
か
、
課
題
解
決
の

助
言
か
ら
シ
ス
テ
ム
提
案

ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト

を
強
化
す
る
。
３
月
か
ら

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
新

機
能
を
追
加
。
デ
ー
タ
分

析
に
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
具
体

的
な
解
決
策
を
提
示
す

る
。
ま
た
、
会
話
型
Ａ
Ｉ

に
よ
る
非
対
面
で
の
顧
客

体
験
の
向
上
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ネ
ル
で
最

適
な
戦
略
を
提
供
す
る
。

　
欧
米
の
ト
ッ
プ
行
で
の

採
用
実
績
を
生
か
し
、
営

業
店
や
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

業
務
の
改
革
で
先
行
事
例

を
提
供
す
る
。
同
社
は
、

特
に
地
銀
で
の
採
用
を
目

指
す
方
針
。

　
地
域
金
融
機
関
で
、
消

費
性
ロ
ー
ン
中
心
だ
っ
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
が
住
宅

ロ
ー
ン
推
進
に
も
拡
大
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
提
供
す

る
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ（
東
京
都
）

は
、複
数
の
金
融
機
関
で

２
０
２
４
年
中
に
住
宅
ロ

ー
ン
用
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
提
供
予
定
だ
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
推
進
は
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

不
動
産
業
者
を
介
し
た
提

携
ロ
ー
ン
が
多
く
、
金
融

機
関
が
顧
客
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
機
会
が
乏
し

い
。
ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン

を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
は
、
訪
問
者
の
９
割

以
上
が
離
脱
し
て
お
り
、

見
込
み
顧
客
獲
得
が
課
題

だ
っ
た
。

　
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
離
脱
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
表
示

し
て
金
融
機
関
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
誘

導
。
友
だ
ち
追
加
で
、
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
顧
客
の

疑
問
や
不
安
を
聞
き
出

し
、
適
切
な
提
案
や
ロ
ー

ン
事
前
審
査
へ
と
案
内
す

る
。

　
１
月
に
は
、
り
そ
な
銀

行
と
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、

ａ
ｕ
じ
ぶ
ん
銀
行
で
運
用

を
開
始
。住
宅
ロ
ー
ン
は
、

申
し
込
み
ま
で
の
検
討
期

間
が
長
引
く
傾
向
が
あ

る
。
一
方
的
な
案
内
で
は

な
く
、
顧
客
の
行
動
や
需

要
に
基
づ
い
た
継
続
応
対

や
情
報
発
信
で
き
る
点
が

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
今
後
、
ロ
ー

ン
契
約
後
の
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
対
応
を
予
定
。
他
商

品
の
ク
ロ
ス
セ
ル
な
ど
中

長
期
的
な
取
引
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く

方
針
だ
。

　
【
金
沢
】
日
本
資
産
運

用
基
盤
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｐ
、
東
京
都
）
が
提
供

す
る
有
価
証
券
運
用
事
業

の
助
言
サ
ー
ビ
ス
「
Ｏ
Ｃ

Ｉ
Ｏ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
利
用
す
る
地
域
銀
行
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
複
雑

化
す
る
運
用
事
業
に
対

し
、
外
部
の
知
見
を
活
用

し
よ
う
と
複
数
行
が
採

用
。
富
山
銀
行
で
は
利
用

か
ら
２
年
半
で
サ
ポ
ー
ト

の
成
果
が
出
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
特
長
は
、
投
資
助

言
だ
け
で
な
く
リ
ス
ク
管

理
も
含
め
運
用
部
門
全
般

へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
点

だ
。
導
入
数
は
非
開
示
だ

が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
面

で
課
題
を
抱
え
る
中
小
規

模
の
地
域
銀
で
複
数
の
導

入
実
績
が
あ
る
。

　
同
社
は
自
社
商
品
を
持

た
ず
、
「
中
立
的
な
立
場

で
助
言
で
き
る
」
（
大
原

啓
一
社
長
）強
み
を
持
つ
。

特
定
の
金
融
グ
ル
ー
プ
傘

下
の
投
資
助
言
会
社
の
場

合
、
自
社
商
品
の
売
り
込

み
が
発
生
す
る
た
め
利
益

相
反
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
る
か
ら
だ
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
富

山
銀
。リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン

を
考
慮
し
た
効
率
的
な
運

用
で
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
同
社
提
案
の
「
基
準

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
に
基

づ
き
保
有
資
産
の
配
分
割

合
を
見
直
し
た
。
そ
の
結

果
、

年
４
月
～

年
９

月
ま
で
の
累
積
リ
タ
ー
ン

で
、
地
域
銀
平
均
（
マ
イ

ナ
ス
０
・

％
）
を
上
回

る
成
績
を
残
し
た
。
大
原

社
長
は
「
他
の
地
域
銀
が

厳
し
い
結
果
で
あ
っ
た
な

か
、
安
定
し
た
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

す
。こ
の
ほ
か
、同
行
は
助

言
に
基
づ
き
、
リ
ス
ク
を

抑
制
す
る
独
自
の
予
兆
管

理
モ
デ
ル
も
作
成
し
た
。

　
採
用
行
で
は
富
山
銀
の

よ
う
に
数
年
に
わ
た
っ
て

契
約
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の

ほ
か
、
現
状
の
運
用
に
つ

い
て
ス
ポ
ッ
ト
で
同
社
か

ら
助
言
を
受
け
て
い
る
地

域
銀
も
あ
る
。そ
の
場
合
、

運
用
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
複

数
の
課
題
に
対
し
、
優
先

度
の
高
い
も
の
か
ら
解
決

策
を
示
し
て
い
る
。

　
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス（
Ｈ
Ｄ
）傘
下
の
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
東
京
都
）
は

３
月

日
、
証
券
会
社
や

銀
行
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ト

ー
ク
ン
（
Ｓ
Ｔ
）
を
販
売

す
る
際
の
管
理
機
能
を
ウ

ェ
ブ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。
従
来
は

自
社
・
行
内
に
構
築
す
る

必
要
の
あ
っ
た
シ
ス
テ
ム

環
境
を
、
ウ
ェ
ブ
か
ら
の

ロ
グ
イ
ン
で
利
用
で
き

る
。
Ｓ
Ｔ
取
り
扱
い
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、「
大

手
行
や
地
域
銀
行
な
ど


～

行
の
新
規
参
入
が
見

込
め
る
」
（
佐
々
木
俊
典

社
長
）
と
い
う
。

　
金
融
機
関
が
投
資
家
へ

Ｓ
Ｔ
を
販
売
し
た
際
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン（
Ｂ
Ｃ
）

の
①
秘
密

管
理
②
保
有

者
情
報
や
移
転
な
ど
取
引

関
連
情
報
③
Ｂ
Ｃ
上
の
情

報
と
販
売
者
側
の
情
報
の

照
合
―
―
な
ど
Ｓ
Ｔ
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。
従
来
は

自
社
サ
ー
バ
ー
内
に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

「
Ｅ
‐
Ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ
」を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
環
境
構

築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
実
用
可
能
に
な
る
ま
で

３
～
６
カ
月
を
要
し
て
い

た
の
を
１
～
３
カ
月
へ
短

縮
。
２
月
に
三
井
物
産
デ

ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
今
回
の
仕
組

み
を
使
っ
て
不
動
産
Ｓ
Ｔ

の
募
集
を
開
始
し
た
。
ま

た
最
新
版
ア
プ
リ
へ
自
動

更
新
さ
れ
る
利
点
が
あ

る
。
半
面
、
デ
ー
タ
容
量

や
利
用
可
能
時
間
に
制
約

が
あ
る
た
め
、
用
途
に
応

じ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
版
か

ウ
ェ
ブ
版
の
プ
ラ
ン
選
択

を
す
る
か
た
ち
に
な
る
。

　
な
お
、
Ｅ
‐
Ｗ
ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｔ
は
同
社
な
ど
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
で
運
用
す
る
ｉ

ｂ
ｅ
ｔ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｆ
ｉ

ｎ
以
外
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
接
続
で
き
る
ほ

か
、
大
阪
デ
ジ
タ
ル
エ
ク

ス
チ
ェ
ン
ジ
が
提
供
す
る

取
引
基
盤
な
ど
と
も
接
続

可
能
だ
。
柔
軟
か
つ
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

Ｓ
Ｔ
の
新
規
取
り
扱
い
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
Ｊ

Ｄ

パ
ワ
ー
は
３

月
に
生
命
保
険
の「
契
約
」

「
保
全
手
続
」
「
保
険
金

請
求
対
応
」
に
関
す
る
満

足
度
調
査
の
結
果
を
相
次

い
で
公
表
し
た
。
２
０
２

３
年

月
末
ま
で
に
、
直

近
１
年
以
内
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
利
用
者（

歳
以
上
）

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

し
た
。

　
保
険
会
社
の
選
定
理
由

ト
ッ
プ
は
、
営
業
担
当
者

や
代
理
店
、
銀
行
な
ど
金

融
機
関
に
よ
る
ダ
イ
レ
ク

ト
な
提
案
。
オ
ン
ラ
イ
ン

契
約
型
は
安
さ
や
手
軽
さ

の
ニ
ー
ズ
か
ら
一
変
し
、

保
障
範
囲
の
広
さ
を
重
視

す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

特
に

代
以
下
の
若
年
層

で
顕
著
だ
っ
た
。

　
保
全
期
に
お
け
る
保
険

会
社
か
ら
の
連
絡
手
法

は
、
従
来
の
対
面
や
メ
ー

ル
、
電
話
、
郵
送
な
ど
と

比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
）
の
満
足
度
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
は

代

以
上
で
満
足
度
が
低
下
す

る
一
方
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
全
世

代
で
高
か
っ
た
。

　
請
求
対
応
で
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
窓
口
と

し
た
医
療
給
付
金
請
求
で

満
足
度
が
大
幅
に
増
加
。

「
Ｈ
Ｐ
の
み
で
医
療
給
付

金
の
請
求
手
続
が
完
了
し

た
割
合
は

年
の

％
か

ら

年
の

％
ま
で
上
昇

し
て
い
る
」
（
Ｊ

Ｄ


パ
ワ
ー
の
梅
澤
希
一
常
務

執
行
役
員
）
。

　
金
融
犯
罪
へ
の
対
応
策

は
、
顧
客
の
取
引
目
的
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
Ｋ
Ｙ
Ｃ

と
、
「
ど
の
口
座
に
い
く

ら
送
金
し
た
か
」
と
い
っ

た
実
態
を
見
極
め
る
取
引

監
視
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ

Ｉ
は
特
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
際
に
効
果
を
発
揮
す

る
。
顧
客
一
人
一
人
の
行

動
を
も
と

に
、
複
雑
な

事
例
で
も
同

じ
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
他
取
引

と
比
較
し
正

常
な
取
引
か
否
か
を
判
断

し
や
す
く
な
る
。

　
提
供
サ
ー
ビ
ス
で
は
取

引
監
視
シ
ス
テ
ム
と
し
て

Ａ
Ｉ
と
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の

検
知
を
併
用
し
、
全
体
像

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
パ

ッ
ケ
ー
ジ
商
品
と
し
て
共

通
課
題
へ
の
解
決
策
を
提

示
す
る
ほ
か
、
個
別
金
融

機
関
の
独
自
ル
ー
ル
も
追

加
で
き
る
。
「
厳
格
な
ル

ー
ル
を
も
と
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
」
（
チ
ェ
ン

ギ
ス
・
キ
ア
ミ
ル
市
場
開

発
部
長
）
ル
ー
ル
ベ
ー
ス

も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

金
融
機
関
に
安
心
感
を
与

え
る
。

　
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
人
員
削

減
を
期
待
で
き
る
。
同
社

の
調
査
に
よ
る
と
、
足
元

の
Ｋ
Ｙ
Ｃ
人
員
数
は
平
均

約
１
４
０
０
人
で
、
昨
年

比
１
割
超
人
減
少
し
た
。

キ
ア
ミ
ル
氏
は
２
０
２
３

年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
「
回
答
先

の
７
割
以
上
が
Ｋ
Ｙ
Ｃ
関

連
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

投
資
全
体
の
３
～
４
割
を

充
て
る
も
よ
う
」
と
明
か

し
、
人
員
コ
ス
ト
圧
縮
に

弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。

　

年
に
も
金
融
活
動
作

業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
の

第
５
次
対
日
相
互
審
査
が

始
ま
る
と
み
ら
れ
、
金
融

界
全
体
で
一
貫
性
を
持
っ

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

キ
ア
ミ
ル
氏
は
「
第
４
次

審
査
で
改
善
が
み
ら
れ
て

い
る
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
今
の
成
功
を
継
続
す

る
に
は
、
業
態
で
情
報
や

ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
と

も
に
問
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
呼

び
か
け
る
。


